
 

 

 
過 去 に 販 売 し て お り ま し た 「 TINTMETER 100 」 お よ び 「 TINTMETER 200 」            
（以下、「TM100」・「TM200」）につきましては、販売開始から 27 年、製造終了から 10 年
が経過しております。そのため、経年状態による以下の影響が生じております。 
 
1. フロントドアガラスへの測定による影響 

現在、多くの車種で採用されております「機能性フロントドアガラス」に対しての   
正確な可視光線透過率の測定には対応しておりません。 
 UV・IR カットガラス（ガラス刻印に「UV」・「UVS」・「UVU」などが明記） 
 撥水ガラス 

 
2. ⻑期使⽤による影響 

⻑年のご使用により、以下の事象が多く確認されております。 
 光源体（ランプ）の寿命超過 
 内部基板における設計上の標準使用期間超過 
これらの要因も重なり、正確な測定値が得られない事例が増えております。 

 
3. 車検時の使⽤について 

上記の理由により、「TM100」・「TM200」を車検時における可視光線透過率測定の   
合否判定に使用することはお控えください。 
なお、後継機種である「TINTMETER MODEL 2000JP」は、全てのガラスに対応して
おりますので、車検時の測定にご使用いただけます。 
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